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ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー
の
神
学
的
著
作
の
う
ち
、
彼
の
い
わ

ば
三
部
作
と
も
呼
ぶ
べ
き
、
『
神
学
研
究
』
（
ω
ε
象
①
ω
ぎ
臼
冨
9

一
〇
σ
q
図
）
、
『
キ
リ
ス
ト
の
死
』
（
日
冨
U
＄
些
O
h
O
冨
一
の
け
）
、
『
イ

エ
ス
と
福
音
』
（
q
①
。
。
⊆
ω
9
巳
些
①
Ω
○
ω
b
巴
の
最
初
の
著
作

に
あ
た
る
、
、
『
神
学
研
究
』
に
よ
り
、
彼
の
神
学
の
調
査
に
着

手
し
、
す
で
に
そ
の
第
二
章
「
イ
エ
ス
に
よ
る
自
己
証
言
」
ま

で
を
見
て
来
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
第
二
章
と
、
こ
れ
に
続

く
第
三
章
と
は
、
デ
四
二
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
を
理
解
す
る
う

え
で
、
重
要
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
個
所
で
あ
る
。

・
ジ
ュ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
！
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
を
理
解
す
る
う

え
で
、
よ
り
ま
と
ま
っ
た
型
の
著
作
と
し
て
は
、
先
述
の
三
部

作
の
最
後
の
作
品
で
あ
る
『
イ
エ
ス
と
福
音
』
が
掲
げ
ら
れ
る
。

結
局
、
『
神
学
研
究
』
と
『
イ
エ
ス
と
福
音
』
に
よ
っ
て
、
デ

ニ
ー
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

え
る
わ
け
で
あ
る
。

 
『
神
学
研
究
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
四
年
で
あ
り
、

『
イ
エ
ス
と
福
音
』
馳
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
 
一
九
〇
八
年
置
こ

と
で
あ
っ
た
。
．
こ
の
一
五
年
間
の
間
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー

の
生
涯
に
お
い
て
起
っ
た
、
大
き
な
変
化
と
い
え
ば
、
そ
れ
ま

で
「
自
由
教
会
」
の
牧
師
と
し
て
在
職
し
て
来
た
、
，
ブ
ル
ー
テ
ィ
ー

フ
ェ
リ
ー
の
教
会
を
辞
し
、
一
八
九
七
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
あ

る
「
自
由
教
会
神
学
校
」
の
、
「
組
織
神
学
」
を
担
当
す
る
教

授
と
し
て
、
同
校
卒
業
生
と
し
て
は
初
め
て
教
壇
に
立
つ
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
と
、
彼
の
恩
師
で
も
あ
り
、
ブ
ル
ー
テ
ィ
ー
フ
ェ

リ
ー
の
教
会
に
お
け
る
前
任
者
で
も
あ
っ
た
、
A
・
B
・
ブ
ル
ー

ス
（
㌧
r
」
W
。
】
W
目
d
「
O
①
）
の
死
後
、
師
の
後
継
者
と
し
て
、
「
新
約

神
学
」
・
を
担
当
す
る
教
授
と
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ

れ
よ
う
。
な
お
、
こ
れ
と
同
時
に
、
デ
ニ
ー
の
後
の
「
組
織
神
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学
」
の
担
当
教
授
に
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
オ
ア
ー
（
q
p
日
①
。
。

○
霞
）
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。
オ
ア
ー
自
身
は
、
一
九
＝
二
年

ま
で
、
「
組
織
神
学
」
を
担
当
す
る
が
、
デ
ニ
ー
は
、
そ
の
後

も
「
新
約
神
学
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
涯
を
終
え
て

い
る
。
や
は
り
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー
は
、
神
学
者
と
し
て
は
、

「
組
織
神
学
」
よ
り
も
、
聖
書
神
学
、
特
に
「
新
約
神
学
」
を
、

彼
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
見
倣
し
て
い
た
、
と
い
う
よ
う
に

理
解
で
き
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
彼
の
神
学
的
著
作
の
う
ち
、

『
神
学
研
究
』
は
、
い
わ
ば
最
も
「
組
織
神
学
的
」
と
で
も
呼

べ
る
著
作
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
し
て
も
、
見
方
に
よ
っ

て
は
、
「
新
約
神
学
」
に
属
す
る
著
作
と
見
倣
せ
な
く
も
な
い

作
品
で
あ
る
。
特
に
、
今
我
々
が
取
り
扱
っ
て
い
る
、
第
二
章
、

第
三
章
、
す
な
わ
ち
「
キ
リ
ス
ト
論
」
に
関
す
る
個
所
に
お
い

て
は
、
「
新
約
神
学
」
と
呼
ぶ
方
が
、
よ
り
そ
の
性
格
を
示
し

て
い
る
、
と
認
め
ら
れ
る
っ

 
先
述
の
よ
う
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー
は
、
彼
自
身
の

「
キ
リ
ス
ト
論
」
を
『
神
学
研
究
』
と
、
後
の
著
作
『
イ
エ
ス

と
福
音
』
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
両
著

作
に
お
け
る
論
述
の
仕
方
に
は
、
か
な
り
の
変
更
の
跡
が
認
あ

ら
れ
る
。
両
著
作
に
共
通
す
る
点
は
、
『
新
約
聖
書
』
の
本
文

の
釈
義
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
両
著

作
の
論
述
の
仕
方
の
変
更
と
い
う
点
に
関
し
て
、
具
体
的
に
示

す
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

 
『
神
学
研
究
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
第
二
章
に
お
い
て
、
イ

エ
ス
自
身
の
「
自
己
理
解
」
を
中
心
に
し
つ
つ
、
い
わ
ば
史
的

イ
エ
ス
の
「
自
己
証
言
」
と
し
て
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
を
論
じ
、

続
く
第
三
章
に
お
い
て
、
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
展
開
さ
せ
た
型
で

の
、
初
代
教
会
の
「
使
徒
た
ち
」
の
証
言
に
基
づ
く
「
キ
リ
ス

ト
論
」
を
論
じ
る
と
い
う
順
序
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
初
代
教
会
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
が
生
前
の
イ
エ
ス
、

す
な
わ
ち
「
史
的
イ
エ
ス
」
自
身
の
「
自
己
理
解
」
と
し
て
の

「
キ
リ
ス
ト
論
」
に
下
る
も
の
で
あ
り
、
．
そ
こ
に
根
拠
を
持
つ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
歴
史
的
経
過
に
従
っ
て
論
じ
た
も
の
と

い
え
る
、
い
わ
ば
、
「
下
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
論
」
、
あ
る
い
は

「
上
昇
型
キ
リ
ス
ト
論
」
、
と
も
呼
ぶ
べ
き
論
証
の
仕
方
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
イ
エ
ス
と
福
音
』
に
お
い
て
は
、
初
代
教

会
の
様
々
な
型
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
、
い
わ
ば
信
仰
告
白
と
し

て
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
か
ら
、
歴
史
的
に
湖
り
、
「
史
的
イ
エ

ス
」
の
「
自
己
理
解
」
と
し
て
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
へ
と
論
述

を
進
め
て
行
く
、
い
わ
ば
「
上
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
論
」
あ
る
い

は
「
下
降
型
キ
リ
ス
ト
論
」
と
い
う
べ
き
論
証
の
仕
方
を
採
用

し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
方
で
は
、
後
に
『
新
約
聖
書
』
と
し
て

「
正
典
化
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
諸
文
書
を
、
そ
の
著
作
年

代
に
従
っ
て
論
述
す
る
仕
方
を
採
用
し
て
い
る
。
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『
神
学
研
究
』
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
論
述
の
仕
方
に
よ
る

と
、
「
史
的
イ
エ
ス
」
が
「
宣
教
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
」
と
展
開

し
て
い
く
、
イ
エ
ス
か
ら
キ
リ
ス
ト
へ
の
移
行
と
統
一
の
経
過

が
よ
く
理
解
で
き
、
『
イ
エ
ス
と
福
音
』
に
お
い
て
採
用
さ
れ

た
論
述
の
仕
方
に
よ
る
と
、
初
代
教
会
の
，
「
信
仰
告
白
」
が
、

「
史
的
イ
エ
ス
」
に
ま
で
下
る
と
い
う
事
実
と
、
現
在
の
我
々

自
身
の
「
信
仰
告
白
」
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
課
題

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
利
点
が
認

め
ら
れ
る
。

-
と
こ
ろ
で
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー
が
、
『
神
学
研
究
』
お

よ
び
『
イ
エ
ス
と
福
音
』
を
著
し
た
時
代
、
す
な
わ
ち
、
 
一
八

九
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
出
身
の
代
表
的
神
学
者
と
も
呼
ぶ
べ
き
、
四
人
の
神
学
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
論
」
に
関
す
る
著
作
を

著
し
て
い
る
。
こ
の
四
人
の
神
学
者
の
う
ち
の
一
人
置
、
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
デ
ニ
ー
そ
の
人
で
あ
る
が
、
他
の
三
人
の
神
学
者
の
著

作
と
、
彼
自
身
の
著
作
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー
自
身
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
の
持
つ
特
色

が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
四
人
の
神
学
者
と
は
、
具
体
的
に
は
、

長
老
派
教
会
を
代
表
す
る
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー
自
身
と
、

も
う
一
人
の
人
物
、
ヒ
ュ
ー
・
ロ
ス
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

（
¢
信
讐
国
。
。
。
ω
ζ
p
。
巨
暮
○
ω
げ
）
の
二
人
。
デ
ニ
ー
は
グ
ラ
ス
・

ゴ
ー
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
は
エ
デ
ィ
．
ン
バ
ラ
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
活
動
し
た
。
残
る
二
人
は
共
に
、
会
衆
国
教
会
を
代
表
し
、

し
か
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
の
活
動
を
中
心
と
し
た
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ー
チ
ィ

ン
・
フ
ェ
ア
ベ
ァ
ン
（
｝
昌
曾
①
≦
ζ
霞
訟
昌
国
玉
笹
び
早
口
p
）
と
ピ
ー

タ
ー
・
テ
イ
ラ
ー
・
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
 
（
剛
Φ
け
二
日
9
覧
。
同

国
σ
冨
旨
ず
）
で
あ
る
。
フ
ェ
ア
ベ
ァ
ン
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
の
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、
フ
ォ
ー
サ

イ
ス
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
ッ
ク
ニ
i
・
カ
レ
ッ
ジ
後
に
ロ
ン
ド

ン
・
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
ー
で
活
動
し
て
い
る
。

 
こ
の
四
人
の
神
学
者
の
著
し
た
、
「
キ
リ
ス
ト
論
」
に
関
わ

る
著
作
を
、
年
代
順
に
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
短
く
指
摘

す
る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
最
初
に
あ
げ
ら

れ
る
の
は
、
フ
ェ
ア
ベ
ァ
ン
が
一
八
九
三
年
に
著
し
た
、
『
近

代
神
学
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
位
置
』
（
日
げ
Φ
国
9
8
0
馬

○
ξ
幹
ぎ
ζ
o
μ
Φ
巨
弓
冨
9
0
σ
q
団
Y
で
あ
．
る
。
こ
の
著
作
に
お

い
て
、
著
者
は
、
ジ
ョ
ン
・
へ
」
ン
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
「
教

義
発
展
論
」
と
の
対
話
な
い
し
対
決
と
い
う
立
場
で
、
「
キ
リ

ス
ト
論
」
と
「
キ
リ
ス
ト
の
体
数
る
教
会
」
と
い
う
意
味
で
の

「
教
会
論
」
を
、
歴
史
神
学
的
に
、
発
展
な
い
し
展
開
と
し
て

認
識
し
、
そ
れ
が
、
初
代
教
会
の
「
キ
リ
ス
ト
論
し
お
よ
び
、

「
教
会
論
」
と
ど
う
つ
な
が
り
発
展
し
た
か
を
、
歴
史
的
経
過
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に
従
っ
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
、
一
八
九
四
年
来

デ
ニ
ー
の
著
し
た
『
神
学
研
究
』
の
第
二
章
、
第
三
章
の
「
キ

リ
ス
ト
論
」
で
あ
る
。
こ
の
著
作
に
お
い
て
、
デ
ニ
ー
は
、
フ
ェ

ア
ベ
ァ
ン
の
上
記
の
著
作
に
度
々
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

理
解
で
き
る
よ
う
に
、
フ
ェ
ア
ベ
ァ
ン
の
影
響
が
強
く
認
め
ら

れ
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
、
同
じ
く
デ
ニ
、
一
の
『
イ
エ
ス
と
福

音
』
で
あ
る
。
こ
の
著
作
に
お
い
て
は
、
デ
ニ
ー
の
特
色
が
強

く
前
面
に
出
た
論
述
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
、
一

年
後
す
な
わ
ち
一
九
〇
九
年
に
著
さ
れ
た
、
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
に

よ
る
『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
人
格
及
び
位
置
」
（
6
冨
℃
①
雫

ω
○
昌
讐
庫
画
一
p
8
0
h
q
①
ω
話
O
げ
同
一
ω
け
）
で
あ
る
。
こ
の
著
作
は
、

デ
ニ
ー
の
著
作
『
キ
リ
ス
ト
の
死
』
と
と
も
に
、
か
つ
て
は
必

読
の
書
と
い
わ
れ
た
著
作
で
あ
る
が
、
「
信
仰
と
礼
拝
の
対
象
」

と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
、
「
組
織
神
学
」
の

分
野
で
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
と
し
て
の
重
要
な
著
作
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
掲
げ
ら
れ
る
の
が
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
が
一

九
一
二
年
に
著
し
た
『
キ
リ
ス
ト
の
人
格
に
関
す
る
教
義
』

（
仰
げ
①
U
o
o
宵
ぎ
Φ
o
h
爵
Φ
勺
①
話
。
昌
O
h
O
年
貯
け
）
で
あ
る
。
こ

の
著
作
は
、
デ
ニ
ー
の
『
イ
エ
ス
と
福
音
』
お
よ
び
フ
ォ
ー
サ

イ
ス
の
『
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
人
格
お
よ
び
位
置
』
を
前
提

と
し
、
『
新
約
聖
書
」
に
始
ま
り
、
一
九
世
紀
に
至
る
、
重
要

な
「
キ
リ
ス
ト
論
」
を
、
い
わ
ば
「
教
理
史
」
的
に
扱
っ
た
前

半
部
分
と
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
自
身
の
・
「
キ
リ
ス
ト
論
」
を

論
じ
た
、
「
組
織
神
学
」
的
に
扱
っ
た
後
半
部
分
と
か
ら
な
る
■

著
作
で
あ
る
。

 
こ
れ
ら
の
四
人
の
神
学
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
の
特
色
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー
は
、
も
っ
ぱ
ら

『
新
約
聖
書
』
の
本
文
の
釈
義
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

彼
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
を
論
ず
る
、
と
い
う
点
に
彼
の
姿
勢
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

 
最
近
、
す
な
わ
ち
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
の
著
作
が
出
版
さ
れ

て
、
約
八
○
害
毒
の
一
九
九
一
年
に
、
自
身
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
出
身
で
あ
る
、
現
代
の
神
学
者
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
コ
ー
リ
ー

（
q
o
巨
ζ
p
ρ
β
鎚
註
①
）
が
、
『
現
代
思
想
に
お
け
る
イ
エ
ス
・
．

キ
リ
ス
ト
』
（
q
①
ω
信
。
・
○
げ
艮
ω
け
貯
ζ
○
α
①
ヨ
臼
げ
o
o
σ
q
耳
）
と
い

う
著
作
を
著
し
、
類
一
会
①
同
O
h
甚
①
○
○
一
一
営
ω
即
Φ
一
陣
σ
q
δ
話
b
u
o
O
犀

》
≦
胃
μ
を
与
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
著
作
は
、
ま
さ
に
マ
ッ
キ

ン
ト
ッ
シ
ュ
の
著
作
の
現
代
版
と
も
呼
ぶ
べ
き
著
作
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀

初
頭
に
か
け
て
活
躍
し
た
、
こ
れ
ら
四
人
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

出
身
の
神
学
者
の
影
響
は
、
英
語
圏
の
神
学
者
の
著
作
を
語
る

時
に
は
、
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
感
を
深
く
す
る
も
の

で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
の
著
作
の
中
で
引
用
さ
れ
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て
い
る
、
マ
ル
チ
ィ
ン
・
ヘ
ン
デ
ル
の
次
の
よ
う
な
表
現
は
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー
が
、
な
ぜ
『
新
約
聖
書
』
に
集
着
し
て
、

彼
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
を
論
じ
た
の
か
と
い
う
理
由
を
知
る
た

め
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ヘ
ン
デ
ル
に
よ
る
と
、
「
（
キ
リ
ス
ト
論
の
分
野
に
お
い
て
）
こ

れ
ら
二
〇
年
以
内
に
お
い
て
（
す
な
わ
ち
、
パ
ウ
ロ
の
手
紙
が

書
か
れ
た
A
・
D
四
五
年
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
）
起
っ
た

こ
と
が
ら
に
は
、
そ
の
後
七
〇
〇
年
間
に
起
こ
っ
た
こ
と
以
上

の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
…
…
事
実
、
古
代
教
会
に
お
け
る
教

義
の
形
成
は
、
基
本
的
に
は
、
こ
の
最
も
初
期
の
二
〇
年
間
と

い
う
間
に
す
で
に
展
開
さ
れ
た
教
義
の
展
開
を
、
考
え
ら
れ
る

限
り
に
お
い
て
、
発
展
さ
せ
、
完
成
に
ま
で
導
い
た
結
果
以
上

の
も
の
な
の
か
ど
う
か
と
、
も
う
一
度
問
い
な
お
し
て
み
る
こ

と
さ
え
可
能
で
あ
る
、
と
考
え
る
人
々
も
あ
る
」
注
（
一
）
す
な
わ

ち
、
「
キ
リ
ス
ト
論
」
の
分
野
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
正

統
的
教
義
」
が
確
立
す
る
ま
で
の
、
古
代
教
会
に
お
け
る
教
義

の
定
式
化
の
営
み
も
、
実
の
と
こ
ろ
、
原
始
教
会
の
最
初
の
二

〇
年
間
あ
ま
り
と
い
う
短
期
間
に
、
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
た

教
義
を
、
考
え
ら
れ
る
限
り
明
確
に
、
定
式
化
な
い
し
公
式
表

明
化
さ
せ
た
営
み
に
し
か
過
ぎ
な
い
、
・
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
デ
ニ
ー
が
、
『
新
約
聖
書
』
の
本
文
の
釈
義
に
集
中
し

て
、
「
キ
リ
ス
ト
論
」
を
著
し
た
の
も
、
『
新
約
聖
書
』
が
キ
リ

ス
ト
教
会
に
お
け
る
、
神
学
的
営
み
の
方
向
を
決
定
づ
け
る
、

教
会
の
最
も
初
期
の
信
仰
告
白
を
記
録
し
た
、
唯
一
の
資
料
と

見
倣
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
別
の
表
現
で
い
え
ば
、
『
新
約
聖
書
』
に
よ
っ
て
示
さ
れ

た
「
キ
リ
ス
ト
論
」
が
本
質
的
に
ま
た
実
質
的
に
、
キ
リ
ス
ト

教
会
の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
と
言
い
う
る
の
で
あ
り
、
後
の
時
代

の
「
キ
リ
ス
ト
論
」
は
、
そ
の
時
代
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
時

代
の
言
葉
で
、
こ
の
『
新
約
聖
書
』
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
キ

リ
ス
ト
論
」
を
言
い
直
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
、
と
い
う
よ
う
に
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
章
 
使
徒
的
キ
リ
ス
ト
論

 
我
々
は
、
す
で
に
『
神
学
研
究
』
の
第
二
章
の
調
査
に
よ
り
、

史
的
イ
エ
ス
自
身
の
「
自
己
理
解
」
を
通
じ
て
、
「
キ
リ
ス
ト

論
」
の
出
発
点
と
も
い
う
べ
き
姿
を
求
め
て
来
た
わ
け
で
あ
る

が
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー
は
、
続
く
第
三
章
に
お
い
て
、
こ

の
イ
エ
ス
自
身
の
「
自
己
理
解
」
を
受
け
て
、
「
使
徒
」
と
呼

ば
れ
る
人
々
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
キ
リ
ス
ト
論
」
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点

に
関
し
て
、
論
述
を
進
め
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
『
イ
エ
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ス
と
福
音
』
に
お
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
釈
義
が
記
さ
れ
て
い

る
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
『
イ
エ
ス
と
福
音
』
か
ら
の
論
述

で
補
い
つ
つ
、
デ
ニ
ー
の
考
え
る
「
使
徒
的
キ
リ
ス
ト
論
」
に

関
し
て
、
我
々
の
調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

 
第
三
章
に
お
い
て
、
デ
ニ
ー
は
、
ま
ず
冒
頭
に
お
い
て
、
こ

の
章
全
体
の
論
述
の
方
向
性
、
意
義
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
か

ら
、
論
を
進
め
て
い
る
。
注
三
）

 
「
キ
リ
ス
ト
論
に
お
け
る
基
盤
と
も
呼
ぶ
べ
き
事
柄
は
、
キ

リ
ス
ト
自
身
に
よ
る
自
己
証
言
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
の
子
、

人
の
子
、
キ
リ
ス
ト
ま
た
審
判
者
と
し
て
の
自
己
認
識
に
お
い

て
だ
け
で
な
く
、
彼
自
身
の
行
為
と
言
葉
す
べ
て
に
お
い
て
、

さ
ら
に
は
彼
の
苦
難
と
死
に
お
い
て
、
我
々
が
見
出
す
こ
と
の

で
き
る
、
証
言
で
あ
る
。
こ
の
事
柄
に
我
々
が
出
会
う
た
め
に

は
、
『
福
音
書
』
の
記
述
に
ま
で
湖
り
、
さ
ら
に
、
可
能
な
か

ぎ
り
直
接
的
に
、
キ
リ
ス
ト
自
身
と
接
触
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
戸
に
、
我
々
の
面
前
に
生
き
て
お
り
、
活
動
し
て

い
る
存
在
と
し
て
の
彼
自
身
が
、
我
々
に
対
し
て
迫
っ
て
く
る

印
象
、
こ
れ
こ
そ
が
我
々
の
出
発
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
我
々
が
こ
こ
に
お
い
て
何
ら
心
に
迫
る
も
の
を
感
じ
な
い

と
す
れ
ば
、
ま
た
何
ら
か
の
意
味
で
、
彼
の
特
異
性
さ
ら
に
は
、

彼
の
神
的
威
厳
と
い
っ
た
も
の
を
、
我
々
が
発
見
で
き
な
い
と

す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
以
外
の
や
り
方
で
彼
に
近
づ
い
て
い
こ
う

と
我
々
が
試
み
て
も
、
無
駄
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

点
か
ら
出
発
し
、
さ
ら
に
、
彼
だ
け
が
持
っ
て
い
る
偉
大
さ
と

い
う
事
柄
に
関
し
て
の
、
何
ら
か
の
印
象
を
受
け
と
め
た
と
し

て
、
次
に
お
こ
る
当
然
の
疑
問
は
、
こ
の
よ
う
な
印
象
を
受
け

と
あ
た
我
々
の
心
は
、
そ
れ
だ
け
で
安
ん
じ
て
い
る
わ
け
に
は

い
か
ず
、
さ
ら
に
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
の
説
明
を
求
あ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次

の
よ
う
な
姿
勢
は
、
リ
ッ
チ
ル
お
よ
び
そ
の
学
派
の
営
々
に
よ
っ

て
、
．
唯
一
の
正
当
な
姿
勢
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
想
定
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
主
張
も
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
彼

ら
の
表
現
を
か
り
て
言
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
は
、
キ
リ
ス
ト
者
の

意
識
に
と
っ
て
、
神
と
し
て
の
宗
教
的
価
値
を
持
つ
存
在
で
あ

る
。
我
々
が
神
に
つ
い
て
言
及
す
る
時
に
、
我
々
が
本
当
に
意

味
し
て
い
る
す
べ
て
の
事
柄
は
、
そ
の
も
っ
と
も
純
粋
な
型
と

し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
の
人
間
と
し
て
の
生
涯
の
中
に
お
い
て
見

出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
説
明
を
求

め
る
と
い
う
の
は
、
完
全
な
誤
り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
は
誤
っ
た
位
置
に
お
か
れ
、
宗
教
か
ら

離
れ
、
神
学
か
ら
さ
え
離
れ
て
し
ま
い
、
形
而
上
学
に
変
え
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
倫
理
的

ま
た
精
神
的
確
か
さ
の
領
域
か
ら
、
何
ら
の
確
か
さ
も
得
ら
れ

な
い
よ
う
な
、
超
越
的
存
在
の
領
域
へ
と
、
宗
教
を
移
し
て
し
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ま
う
こ
と
に
な
る
。
神
学
に
お
け
る
、
不
毛
な
非
倫
理
的
机
上

の
空
論
に
飽
き
飽
き
し
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う

な
主
張
は
、
何
か
拍
手
し
た
く
な
る
よ
う
な
、
ま
た
魅
力
を
感

じ
て
し
ま
う
よ
う
な
何
か
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

人
間
の
心
が
、
永
久
に
そ
の
ま
ま
承
認
し
続
け
て
お
ら
れ
な
い

よ
う
な
主
張
で
も
あ
る
。
神
と
し
て
の
宗
教
的
価
値
を
持
つ
と

い
う
よ
う
な
、
驚
く
べ
き
人
間
と
し
て
の
一
個
の
存
在
、
と
い

う
よ
う
な
現
象
に
対
し
て
、
我
々
は
、
そ
の
説
明
を
求
め
ず
に

は
お
ら
れ
な
い
。
一
方
に
お
い
て
は
神
に
対
し
て
、
ま
た
一
方

に
お
い
て
は
人
間
た
ち
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
排
他
的
と
も

い
え
る
位
置
に
立
つ
一
個
の
人
間
と
し
て
の
彼
と
、
こ
の
両
者

す
な
わ
ち
神
お
よ
び
我
々
人
間
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
る
の
か
を
、
規
定
す
る
と
い
う
試
み
を
、
我
々
は
な
さ
な
い

で
は
い
ら
れ
な
い
。
特
に
我
々
が
キ
リ
ス
ト
の
歴
史
的
重
要
性

の
大
き
さ
を
考
慮
す
る
時
に
は
、
す
な
わ
ち
、
彼
以
前
の
世
界

の
歴
史
を
締
め
く
く
る
役
割
り
を
持
つ
存
在
で
あ
る
と
の
自
己

主
張
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
来
た
る
べ
き
時
代
を
審
く
存

在
で
あ
る
と
の
彼
の
自
己
主
張
を
考
慮
す
る
時
に
は
、
我
々
は
、

こ
れ
ら
の
事
柄
を
考
慮
し
つ
つ
、
我
々
の
神
と
人
と
に
関
す
る
、

世
界
と
歴
史
に
関
す
る
す
べ
て
の
思
想
の
枠
組
み
の
中
に
、
彼

の
人
間
と
し
て
の
人
格
を
持
つ
宗
教
的
価
値
を
、
評
価
し
位
置

づ
け
よ
う
と
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
以
上
述
べ
た
こ
と
が
、
『
新
約
聖
書
』
の
著
者
た
ち
が
様
々

な
方
法
で
実
行
し
た
事
柄
で
あ
り
肉
こ
の
章
で
論
じ
よ
う
と
し

て
い
る
の
は
、
彼
ら
著
者
た
ち
の
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
解
釈
に

つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
す
べ
て
の
出
発
点
に
位
置
す
る
事
柄
と

し
て
は
、
イ
エ
ス
の
復
活
と
高
挙
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
事
柄

を
、
先
を
照
ら
し
出
す
偉
大
な
る
光
と
も
い
う
べ
き
事
実
と
し

て
、
こ
こ
か
ら
先
へ
と
彼
ら
全
員
が
進
ん
で
い
く
。
単
に
キ
リ

ス
ト
の
地
上
で
の
生
活
を
の
み
記
録
す
る
こ
と
に
従
事
し
て
い

る
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
『
新
約
聖
書
』
の
著
者
の
内
、
 
一
人
と

し
て
、
キ
リ
ス
ト
を
か
つ
て
地
上
で
生
き
て
い
た
人
物
と
し
て

思
い
え
が
く
者
は
い
な
い
。
彼
ら
は
す
べ
て
、
評
す
な
わ
ち
キ

リ
ス
ト
の
こ
と
を
、
今
も
生
き
て
働
き
、
，
全
宇
宙
の
王
座
に
座

し
、
天
使
と
諸
力
を
足
下
に
従
え
君
臨
す
る
存
在
と
し
て
思
い

え
が
い
て
い
る
。
栄
光
の
内
に
あ
る
彼
の
主
権
は
、
彼
の
地
上

で
の
生
涯
を
、
神
の
啓
示
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
も
の
だ
と

す
る
宗
教
的
評
価
に
、
好
き
か
っ
て
に
付
加
す
る
こ
と
も
で
き

れ
ば
、
付
加
し
な
い
で
も
お
ら
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
『
新
約
聖
書
』
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト

教
的
認
識
の
、
徹
頭
徹
尾
支
配
的
な
要
素
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
事
柄
は
、
復
活
に
対
す
る
信
仰
如
何
に
依
存
し
て
い
る
。

も
し
弟
子
た
ち
が
、
イ
エ
ス
が
三
日
目
に
死
人
の
中
よ
り
甦
っ

た
と
信
じ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
も
、
『
新
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約
聖
書
』
が
示
し
て
い
る
よ
う
な
姿
で
は
、
存
在
し
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
復
活
に
対
す
る
信
仰
に
よ
っ
て
、
少
な

く
と
も
あ
る
点
に
お
い
て
、
決
定
的
に
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の

者
た
ち
が
除
外
で
き
れ
ば
し
た
い
と
企
て
て
い
る
、
あ
の
超
越

的
要
素
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
筆
者
が
言
及
し
た
学
派
の
人
た
ち
か
ら

は
、
こ
の
要
素
が
㍉
明
ら
さ
ま
に
か
密
か
に
か
は
い
ざ
知
ら
ず
、

拒
否
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
リ
ッ
チ
ル
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク
、
ヴ
ェ

ン
ト
の
よ
う
な
著
者
た
ち
は
、
単
に
そ
れ
を
無
視
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
よ
う
な
点
に
関
し
て
は
、
は
た
し
て
信
頼
で
き
る

イ
エ
ス
自
身
か
ら
出
た
言
葉
で
あ
る
の
か
、
使
徒
た
ち
に
よ
っ

て
イ
エ
ス
の
口
を
通
し
て
語
ら
せ
ら
れ
た
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
あ
り

ふ
れ
た
言
葉
な
の
か
、
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
理

由
で
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
拒
否
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ

れ
と
共
に
、
キ
リ
ス
ト
自
身
の
教
え
の
中
に
あ
る
、
終
末
論
的

諸
要
素
を
も
す
べ
て
拒
否
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
第
一
歩
が

こ
の
よ
う
に
気
ま
ぐ
れ
な
ら
、
そ
の
次
に
起
こ
る
こ
と
は
、
同

じ
よ
う
に
気
ま
ぐ
れ
で
、
正
当
化
で
き
な
い
よ
う
な
や
り
方
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
歩
み
は
じ
め
る
と
、
あ
と
は

あ
る
立
場
へ
と
歩
を
進
め
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
立
場
に
立
て

ば
、
『
新
約
聖
書
』
の
キ
リ
ス
ト
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に

無
関
係
な
も
の
と
な
り
、
要
す
る
に
、
不
合
理
な
も
の
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
良
き
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
我
々
の
務
め
は
、

そ
の
よ
う
な
要
素
を
説
明
し
た
り
、
理
解
し
た
り
、
受
け
入
れ

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
単
に
ど
う
で
も
よ
い
と
説

明
し
て
片
付
け
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
何
を
も
ま
た

誰
を
も
攻
撃
し
た
り
、
擁
護
し
た
り
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
『
新
約
聖
書
』
の
筆
者
た
ち
が
出
発

し
た
点
か
ら
、
筆
者
も
出
発
し
、
彼
ら
が
す
べ
て
の
者
の
主
と

し
て
崇
め
る
一
人
格
に
つ
い
て
の
、
彼
ら
の
持
つ
概
念
を
解
き

明
か
そ
う
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

我
々
に
と
っ
て
と
同
様
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
イ
エ
ス
は
、

す
で
に
地
上
に
あ
る
時
点
よ
り
、
神
と
独
一
的
関
係
を
持
つ
存

在
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
父
に
よ
り
愛
さ
れ
た
御
子
、
彼
の

み
が
彼
以
外
の
者
た
ち
に
、
父
を
啓
示
す
る
こ
と
の
で
き
た
存

在
で
あ
っ
た
。
我
々
に
と
っ
て
と
同
…
様
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
、

彼
こ
そ
は
、
十
字
架
の
出
来
事
の
後
、
神
に
よ
り
独
一
的
に
立

証
さ
れ
た
存
在
、
神
の
右
に
挙
げ
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
彼

ら
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
出
来
事
を
一
つ
に
結
び
つ
け
、
こ
れ
ら

の
出
来
事
に
心
を
め
ぐ
ら
し
た
時
、
彼
ら
は
、
直
観
的
に
、
そ

れ
以
上
の
事
柄
が
包
含
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
る
。

人
と
し
て
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
、
あ
の
年
月
に
お
い
て
、
あ

の
よ
う
に
排
他
的
に
神
と
の
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
彼
が
、
あ

の
悲
惨
な
死
を
遂
げ
た
後
、
そ
の
神
に
よ
っ
て
、
あ
の
よ
う
に

一8一



排
他
的
に
高
め
ら
れ
た
か
ら
に
は
、
彼
こ
そ
は
本
来
的
に
、
排

他
的
な
方
式
で
、
神
か
ら
由
来
す
る
存
在
で
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
事
柄
に
関
す
る
、
あ
る
種
の
宗
教
的

あ
る
い
は
信
仰
的
認
識
で
あ
っ
て
も
、
筆
者
の
意
図
す
る
内
容

に
は
到
達
し
な
い
よ
う
な
も
の
も
、
勿
論
存
在
す
る
。
人
は
、

キ
リ
ス
ト
の
生
涯
に
関
し
て
云
々
す
る
こ
と
も
よ
か
ろ
う
。
こ

れ
に
関
す
る
説
明
は
、
た
だ
一
つ
し
か
存
在
し
な
い
。
神
に
由

来
す
る
生
涯
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
言
っ
た
だ
け
で
は
充
分

で
は
な
い
。
す
べ
て
の
良
き
生
涯
は
、
神
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
お
い
て
説
明
さ
れ
る
べ
き
事
柄
は
、

キ
リ
ス
ト
が
他
者
と
共
有
す
る
よ
う
な
性
質
の
事
柄
で
は
な
く
、

そ
こ
に
は
、
彼
は
た
だ
一
人
位
置
を
占
あ
て
い
る
よ
う
な
事
柄

な
の
で
あ
る
。
こ
の
位
置
に
立
ち
、
彼
は
た
だ
彼
に
の
み
排
他

的
に
あ
て
は
ま
る
自
己
認
識
を
持
ち
、
他
の
誰
も
な
し
得
な
い

事
柄
を
実
行
し
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
彼
が
全
て
の
事
柄
の
目

標
で
あ
り
到
達
点
で
あ
る
未
来
を
先
取
り
し
、
復
活
に
お
い
て

宇
宙
の
王
座
に
高
士
さ
れ
た
よ
う
に
、
彼
は
一
人
で
そ
こ
に
立
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
使
徒
的
著
者
た
ち
は
、
次
の
よ
う
な
観
点

に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
で
は
キ
リ
ス
ト

の
神
性
と
呼
ば
れ
て
い
る
事
柄
に
は
、
あ
る
超
越
的
要
素
が
含

ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、

彼
ら
は
、
た
だ
単
に
、
人
な
る
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
が
、
彼
と

出
会
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
神
と
し
て
の
宗
教
的
価
値
を
持
つ

と
信
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
の
地
上
に
お
け
る
出
現
の
背
後

に
は
、
か
つ
て
モ
ー
ゼ
に
対
し
て
啓
示
さ
れ
た
、
偉
大
な
る
神

の
属
性
が
、
そ
の
恵
み
と
真
理
の
満
ち
満
ち
た
型
を
と
っ
て
表

わ
れ
た
も
の
を
見
、
神
と
の
必
然
的
ま
た
超
越
的
関
係
が
存
在

す
る
と
信
じ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
翻
す
な
わ
ち
イ
エ
ス
の

地
上
へ
の
出
現
を
、
一
人
の
受
肉
者
と
し
て
の
性
質
を
持
つ
も

の
で
あ
る
と
見
る
点
で
、
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
彼
は
、
人

類
に
よ
っ
て
神
に
献
げ
ら
れ
た
、
一
人
の
聖
者
で
は
な
い
。
彼

は
、
御
父
よ
り
こ
の
世
に
来
た
っ
た
、
御
子
で
あ
る
。
筆
者
が
、

こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
、
あ
た
か
も
使
徒
た
ち
が
、
甦
り
の
主

を
信
じ
る
信
仰
に
と
っ
て
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
と
し
て
、

他
に
何
の
支
え
も
な
く
、
単
に
頭
で
考
え
出
し
た
、
あ
る
い
は
、

知
的
格
闘
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
た
ぐ
い
の
、
仮
説
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
は
、

事
実
は
ま
っ
た
く
逆
で
あ
る
と
信
じ
る
。
我
々
が
、
こ
の
事
柄

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
に
し
て
も
、
神
の
霊
に
よ

る
導
き
が
確
か
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

あ
の
危
機
的
時
代
に
あ
る
彼
ら
『
新
約
聖
書
』
の
筆
者
た
ち
は
、

自
ら
に
与
え
ら
れ
た
義
務
で
あ
る
、
後
の
全
て
の
時
代
に
ま
で

受
け
継
が
れ
る
べ
き
、
教
会
の
精
神
を
形
成
す
る
と
い
う
務
め

を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
自
身
も
、
繰
り
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返
し
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
彼
の
福
音
を
啓
示
に
よ
り
受

け
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
福
音
の
内
に
は
、
キ
リ
ス
ト
に
対
す

る
彼
の
認
識
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
事
実
の
ゆ
え
に
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
論
に
対
し
て
、
単
な
る

知
的
構
築
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
の
に
優
る
権
威
が
与
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
新
し
い
宗
教
の
霊
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。
御
父

と
御
子
よ
り
の
聖
霊
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
根
本
的
な
点
に
お

い
て
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
自
身
の
言
葉
に
湖
る
も
の
で
あ
る
」
。

 
以
上
か
な
り
長
く
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
ニ
ー
自
身
の
言
葉
を

引
用
し
た
が
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な

事
柄
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
使
徒
的
証
言
」
の
出
発
点
に

は
、
「
高
挙
」
の
状
態
に
あ
る
「
主
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
、

今
も
生
き
王
座
に
あ
り
、
す
べ
て
を
支
配
し
導
き
、
我
々
に
臨

む
姿
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
が
立
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
過
去
の
歴
史
的
一
人
格
と
し
て
の
イ
エ
ス
と

し
て
で
は
な
く
、
今
も
生
き
て
い
る
「
主
な
る
キ
リ
ス
ト
」
で

あ
る
。
そ
し
．
て
こ
の
キ
リ
ス
ト
が
、
い
わ
ゆ
る
「
神
と
し
て
の

宗
教
的
価
値
」
を
持
つ
と
言
い
得
る
根
拠
を
、
「
使
徒
」
と
呼

ば
れ
る
人
々
が
、
証
言
し
よ
う
と
務
め
で
い
る
、
と
い
う
こ
と

・
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
契
機
と
し
て
、
「
復
活
」
、
「
受
肉
」
、

さ
ら
に
後
ほ
ど
論
じ
ら
れ
る
「
先
回
」
へ
と
湖
っ
て
行
く
わ
け

で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
「
使
徒
的
証
言
」
の
導
き
と
し
て
、

彼
ら
「
使
徒
」
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
、
知
的
格
闘
と
い
う
こ
と

よ
り
も
、
そ
れ
ら
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
働
く
、
「
神
の
霊
」
す

な
わ
ち
「
聖
霊
」
の
働
き
を
認
め
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
こ
の
導
き
を
、
キ

リ
ス
ト
自
身
の
言
葉
に
湖
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

 
「
高
挙
」
お
よ
び
「
復
活
」
に
関
す
る
、
「
使
徒
的
証
言
」

に
つ
い
て
の
具
体
的
釈
義
等
は
、
『
神
学
研
究
』
よ
り
も
、
『
イ

エ
ス
と
福
音
』
に
お
い
て
、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

さ
ら
に
稿
を
改
め
て
論
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
（
次
号
に
続
く
）
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